
 

ブルガリア・ソフィア現地原子力セミナー開催  

 

JICC はブルガリア Kozloduy NPP-New Build EAD(コズドロイ原子力発電所敷地内に新規原子力

発電所を建設することを目的とした国営会社)との共催で 2026 年 2 月 11 日にブルガリア・ソフィアで現

地セミナーを開催した。 

 

【経緯/目的】； 

 ブルガリアの原子力発電における基盤整備のための国際協力事業として、ブルガリア Kozloduy 

NPP-New Build EAD と協議の上、ブルガリア・ソフィアで現地セミナ―を開催した。 

【実施内容】； 

 セミナーには両国の専門家約 50 名の参加があり盛況であった。日本からは経済産業省 原子力

政策課より「日本の原子力政策」について、JICC より「福島第一事故後の日本の原子力発電所の

安全性向上」と、「日本における福島第一後の新規制基準の概要」についてプレゼンを行い、日本

の原子力発電の状況を理解いただいた。 

【成 果】； 

 セミナーでは両国の専門家の発表に続いて有意義な意見交換が行われ、両国の原子力発電分野に

おける良好な関係維持に繋がった。また、セミナーではブルガリア側からはエネルギー副大臣が、

日本側からは駐ブルガリア日本国大使館の書記官にオープニングリマークスをいただいただき両

国の友好に繋がった。 

 

セミナー風景 


